
　

循
環
型
社
会
と
は
、
廃
棄
物
な
ど
の

発
生
を
抑
え
、
天
然
資
源
の
消
費
量
を

減
ら
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限

り
少
な
く
す
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

大
量
に
資
源
を
使
い
、
た
く
さ
ん
も

の
を
作
り
、
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
捨
て

る
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
、
ゴ
ミ

を
減
ら
し
、
資
源
や
も
の
を
大
切
に
使

う
生
活
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
で
は
、
ゴ
ミ
そ
の
も
の

の
発
生
を
抑
え
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て

い
た
も
の
を
再
使
用
し
、
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
す
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
資
源
の
消
費

を
抑
え
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
ま
す
。

　

左
の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
循
環
型
社

会
の
流
れ
を
み
る
と
ゴ
ミ
が
資
源
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
「
環
」
の
よ
う
に
回
っ

て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
地
球
の
た
め
に
で
き
る

ゴ
ミ
に
関
す
る
行
動
に
は
よ
く
３
つ
の

Ｒ
を
使
っ
て
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
３
つ

の
Ｒ
は
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
の
環
境

行
動
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

３
つ
の
Ｒ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
リ

デ
ュ
ー
ス
」「
リ
ユ
ー
ス
」「
リ
サ
イ
ク

ル
」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

■
リ
デ
ュ
ー
ス(Reduce)

⇨
ゴ
ミ
そ

の
も
の
を
減
ら
す

■
リ
ユ
ー
ス(Reuse)

⇨
何
回
も
繰
り

返
し
使
う

■
リ
サ
イ
ク
ル(Recycle)

⇨
分
別
し

て
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る

　

こ
の
３
つ
の
Ｒ
に
つ
い
て
、
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。

　
「
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
で
き
る
だ
け

も
ら
わ
な
い
」「
必
要
以
上
に
物
を
買

わ
な
い
」「
物
を
大
切
に
使
う
」
な
ど

の
行
動
を
通
じ
て
、
ゴ
ミ
そ
の
も
の
を

減
ら
す
取
り
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
余
分
な
包
装
を
断

る
」「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
携
帯
し
、
必
要

以
上
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
」「
ば

ら
売
り
や
量
り
売
り
で
必
要
な
分
だ
け

買
う
」
な
ど
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
一
度
つ
く
っ
た
も
の
を
何
回
も
繰

り
返
し
使
う
こ
と
」「
自
分
が
い
ら
な

く
な
っ
た
も
の
を
、
そ
れ
が
必
要
な
人

　美しい地球環境を未来に引き
継いでいくために、社会活動や
ライフスタイルを見直し、「循
環型社会」を築いていく必要が
あります。もう一度、ゴミ減量
に向け、私たちができることを
考えてみましょう。

　
　

　
>　

　
　>　

　　>　　　>　　　>　　　
>　

　
　

>　
　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　　　>　　　>　　　>　　　>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>　

　
　
>

（製造・流通など）

（再生・焼却など）

（製造・流通など）

処理（リサイクル、焼却など）

熱回収

適正処分
天然資源の投入

天然資源の
消費の抑制

①発生抑制

リデュース

ゴミを減らす

消費・使用

廃棄

③再生利用
リサイクル

再び資源とし
て利用する

②再利用
リユース

繰り返し使う
最終処分（埋立）

生産生産

消費・使用消費・使用

廃棄廃棄処理処理

リサイクルリサイクル

資源投入資源投入

（再生・焼却など）

埋立処分埋立処分

リサイクル

リユース

リデュース

リデュースリサイクル

リユース

リデュース

リデュース

地
球
に
優
し
い
循
環
型
社
会

Ｒ
■循環社会の流れ

ゴ
ミ
減
量
の
３
つ
の
Ｒ

Recycle
リサイクル

Reduce
リデュース

Reuse
リユース

リ
ユ
ー
ス

リ
デ
ュ
ー
ス

３つの
ゴ
ミ

で

の
減
量
を
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に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
な
ど
、
再
利

用
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
「
飲
料
び
ん
な
ど
を
回

収
し
、
再
利
用
す
る
」「
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
活
用
す
る
」「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
リ

ユ
ー
ス
食
器
を
使
う
」
な
ど
で
す
。

　

資
源
と
な
る
も
の
を
分
別
回
収
し
、

も
う
一
度
資
源
と
し
て
活
用
し
た
り
、
焼

却
時
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す

る
な
ど
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
、
他
の

も
の
に
転
用
し
て
使
う
こ
と
で
資
源
と

し
て
再
び
活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

個
人
の
取
り
組
み
と
し
て
は
「
き
ち

ん
と
分
別
し
て
か
ら
集
積
所
に
出
す
」

「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
古
紙
か

ら
つ
く
っ
た
製
品
を
選
ぶ
」「
生
ゴ
ミ

を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
堆
肥
化
す

る
」
な
ど
で
す
。

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
と
い

う
法
律
で
、
行
政
、
事
業
者
、
そ
し
て

国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
出
す
人
の
責

任
と
生
産
者
の
責
任
が
明
確
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ゴ
ミ
を
排
出
す
る
人
の
責
任

　

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
全
員
が
、
そ
の
ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を
持

つ
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
を
出
す

と
き
に
分
別
す
る
こ
と
、
事
業
者
自
身

が
ゴ
ミ
の
処
理
を
行
う
な
ど
で
す
。

■
生
産
者
の
責
任

　

も
の
を
作
る
人
や
販
売
す
る
人
が
、

も
の
が
ゴ
ミ
に
な
っ
た
後
ま
で
一
定
の

責
任
を
負
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
処
理
が
し
や
す
い
よ
う
に

材
質
を
工
夫
し
た
り
、
ゴ
ミ
に
な
っ
た

も
の
の
特
性
に
応
じ
て
そ
の
引
き
取
り

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

で
す
。

　

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の

う
ち
、
生
ゴ
ミ
が
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
ば
、
可

燃
ゴ
ミ
は
大
き
く
減
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
生

ゴ
ミ
の
量
も
少
な
く
な
り
処
理
物
を
肥

料
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
園
芸

や
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
方
に
お
す
す

め
で
す
。

　

町
で
は
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】
▽
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す

る
電
気
式
処
理
機
▽
生
ゴ
ミ
を
分
解
消

滅
す
る
電
気
式
処
理
機
▽
生
ゴ
ミ
を
乾

燥
減
量
化
す
る
電
気
式
処
理
機

【
補
助
金
の
額
】
生
ゴ
ミ
処
理
機
１
基

あ
た
り
本
体
価
格
の
１
／
２
（
上
限

２
万
５
千
円
）

※
申
請
し
て
交
付
決
定
後
、
機
器
を
購

入
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
２
ま
で

　最近リサイクルステーショ
ンに、資源品目外の物が多く
出されています。危険物が混
入していると、再資源化がで
きないほか、事故などの原因
になります。
　また、ステーション内が整
理されず乱雑になっている時
が見受けられます。次の人の
ためにも、整理整頓を心がけ
ましょう。

　事務所や店舗などの事業活
動に伴って出るゴミは、量や
質にかかわらず「事業系ゴミ」
として扱われます。事業系ゴ
ミは事業者の責任で、自ら処
理することが義務づけられて
います。
　事業系ゴミは家庭ゴミとは
異なり、町では収集しません。

事業系ゴミは
回収しません

▲乱雑に資源ゴミが置かれたリサイクルス
テーション内。ステーション内はゴミの種
類によって出し方が指定されています。

リ
サ
イ
ク
ル

「
作
る
人
」「
使
う
人
」

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
義
務

リサイクルステーション
をキレイにお使い下さい

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
活
用
し
よ
う
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第７回いちかわみさと

健康と福祉のつどい
が開催されました

　今年で７回目となる「いちかわみさと健康と福祉
のつどい」が、７月７日歌舞伎文化公園ふるさと会
館にて開催されました。式では「虫歯のない５歳児」
に青栁慶汰くんら60人、「88 歳以上で共に元気な
夫婦」に小川京一さん、しずゑさんご夫婦ら３組、
80歳以上で自分の歯が20 本以上ある「8020 表彰」
には青柳さかえさんら９人、「90 歳以上で自他共に
認める健康づくり実践者」の相澤美波さんら６人が
表彰されました。また、「笑点」の座布団運びでお
なじみの山田隆夫さんの講演会も行われ、会場は笑
いの渦につつまれました。

■笑いあり、じゃんけん大会も行った山田隆夫さん（左）■ 90 歳以上で自他
共に認める健康づくり実践者（左上）、8020 表彰者（左中）、88 歳以上でとも
に元気な夫婦（左下）表彰者の方々■虫歯のない５歳児表彰者のみなさん（右）

耕作放棄地でお困りではありませんか？
耕作放棄地を解消し、作付けの開始までに対する支援制度があります。

■主な支援要件
　・耕作放棄地であること
　・所有者以外の人が耕作放棄地の農地を借りて営農を行うこと

■主な支援内容
　・再生作業費　　　　　　　　定額または費用の１/２以内
　・堆肥投入等の土壌改良　　　定額
　・苗の購入等の営農定着　　　定額
　・ビニールハウス等の施設　　　費用の１／２以内
　ほかにも、要件等がありますので、詳しい内容は市川三郷町産業振興課ま
でお問い合わせ下さい。

問町産業振興課農林係☎ 055-240-4157
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【出品資格】
　１部（半紙）幼児・小中学生
　２部（半紙）高校生・大学生・一般

【テーマ】紙のまちから「書」未来へ
【課題】（楷書）　幼児「かく」　小１「きぼう」　
小２「つながる」　小３「白いかみ」　小４「美し
い字」　小５「記念」　小６「書の交流」　（行書）
中１「書道」　中２「書の追求」中３「碑林探訪」

（書体自由）高校生・大学生・一般「撥雲尋道」　
※応募は１人１点のみ。

【出品料】１点につき 400 円（郵便局の払込書で
口座番号 00410-3-13560、加入者名、大門碑林
公募展へ振込み）

【出品方法】学校名、氏名を裏面右上に鉛筆で記
入（表面には記入しないこと）/ 半紙縦長に縦書
とし、所定の出品票に記入の上、持参または郵送
※出品票は町ＨＰからダウンロードできます。

【締切日】８月 30 日㈮必着
【送付先】〒 409-3601 山梨県西八代郡市川三郷
町市川大門 1790-3　市川三郷町教育委員会内

（大門碑林全国書道展事務局）　

【審査会】９月 22 日㈰午前９時 30 分より「ひら
しお源氏の館」にて公開審査

【審査委員】山梨県書道会・山梨県書道協会・富
士書道連盟

【表彰】▪大会大賞　▪山梨県知事賞
▪中国西安碑林博物館長賞　▪山梨県議会議長賞
▪山梨県教育委員長賞　▪市川三郷町議会議長賞
▪市川三郷町教育委員長賞　▪山梨日日新聞社賞
▪山梨放送賞　▪大東文化大学書道研究所長賞 
▪第 20 回全国書道展記念賞　▪九成宮賞
▪大門碑林公園賞　▪紙の町賞
▪推薦・特選・金賞

【成績発表】上位入賞者（紙の町賞以上）には直
接通知（10 月 12 日～ 10 月 31 日の間、全作品
をひらしお源氏の館に展示）

【表彰式】10 月 13 日㈰午前９時 30 分（受付午
前９時）より「ひらしお源氏の館」で行います

※詳しくは町ＨＰ、または町教育委員会☎ 055-
272-6094 までお問い合わせ下さい。

　現在、窓口無料で医療費を助成して
いる重度心身障害者医療費助成事業が、
平成 26 年11月から自動還付方式に変更
となります。
　自動還付方式とは、県内の医療機関
受診時に窓口で自己負担分を一旦支払い
ますが、その都度申請手続を行わなくて
も３カ月程度で自動的に受給者の口座に
自己負担分が振り込まれる方式です。
　また、窓口でのお支払いが困難な方の
ために、事前に自己負担分をお貸しする
制度もございます。
　今回の変更について、多くの皆さまに
お伝えするため、次のとおり説明会を開
催しますので、ぜひご参加下さい。なお、
事前申し込みは不要です。

平成 26年11月から

第 20 回記念
  　　　　全国書道展  作品募集

重度心身障害者医療費助成事業
医療費の助成方法変更に伴う説明会開催

開催日 時　間 会　場

８月５日㈪ 14:00 ～ 15:30  甲府市総合市民会館　大会議室
甲府市青沼 3-5-44　

８月６日㈫ 13:30 ～ 15:00  山梨市役所 西館 5F   501 会議室
山梨市小原西 843　

８月７日㈬ 10:30 ～ 12:00  富士ふれあいセンター　研修室
富士河口湖町船津 6663-1　

８月７日㈬ 14:00 ～ 15:30  大月市民会館　視聴覚室
大月市御太刀 2-11-22　

８月８日㈭ 13:30 ～ 15:00  北巨摩合同庁舎　101 会議室
韮崎市本町 4-2-4　

８月９日㈮ 13:30 ～ 15:00  中富総合会館　AB 会議室
身延町切石 360　

※各会場で開催時間が異なりますのでご注意ください。

問山梨県福祉保健部障害福祉課 ☎ 055-223-1495
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　ひとり親家庭医療費受給者証の有効期限は８月
31日です。
　次の条件に当てはまる方は申請をして下さい。
なお、現在ひとり親家庭医療費を受給している方
には、７月下旬に申請書を送付しました。
■対  象  者 ひとり親家庭の父または母、および児童
■所得制限 申請者の前年分の所得税が非課税で、
かつ同居者の前年の所得（平成 24年１月から 12月
の所得）が一番多い方の金額が、下の表以下の方

※平成 22 年度の税制改正で廃止された年少扶養

控除などを含めて再計算した時、非課税になる場

合も含まれます。

■ 必要書類

①認定申請書　②「ひとり親家庭医療費を受け
るにあたって」　③申請する父母・子全員の健康
保険被保険者証の写し　④平成 25年１月２日以
降に本町に転入された方は前住所地発行の『平成
25年度所得課税証明書』を添付して下さい。
■提出期間・提出先は右表を参照して下さい。

問いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114

　児童扶養手当とは、父や母と生計が異なる児童
や、児童の父または母が重度の障害を持ち、その
児童を養育している母または父、父や母に代わっ
てその児童を養育している方に支給されます。
　この手当を受給している方は、必ず現況届を提

出しなければなりません。

　なお、平成 25年１月２日以降に本町に転入さ
れた方は前住所地発行の『平成 25年度所得課税
証明書』を添付して下さい。現在児童扶養手当を
受給されている方には、７月下旬に申請書を送付
しました。

■提出期間・提出先は下表を参照して下さい。

問いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114

ひとり親家庭医療費受給対象者
は申請して下さい

ひとり親家庭医療費受給者証更新
児童扶養手当現況届

の提出期間・提出先

本庁舎と六郷庁舎では提出期間が異なりますの
でご注意下さい。
□役場本庁舎１階大会議室
  ８月 13 日㈫　午前９時〜午後７時
  ８月 14 日㈬　午前９時〜午後５時
※上記の期間以外は、いきいき健康課（六郷庁

舎）のみで受け付けます。

□��六郷庁舎いきいき健康課子育て支援係
  ８月 15 日㈭・16 日㈮　午前９時〜午後５時

扶養親族の人数による所得制限

扶
養
親
族

の
数

０
人

１
人

２
人

３
人

４
人

所
得
制
限

２
３
６
万
円

２
７
４
万
円

３
１
２
万
円

３
５
０
万
円

３
８
８
万
円

児童扶養手当を受給している
方は現況届を提出して下さい
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募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊・入校時期

航空学生
( 海上・航空 )

21 才未満で高卒
( 含む見込 ) 8/1 ～ 9/6

　　　１次試験　9/21
　　　２次試験　10/12 ～ 17
　　　３次試験　11/10 ～ 12/12

　１次　10/4
　２次（海）11/6
　　　　（空）11/1
　最終 H26/1/22

H26 年
３月下旬
～

４月上旬

陸・海・空
自衛官候補生
（任期制）男子

18才以上
27 才未満

年間を通じ
受付 　　　受付時に連絡 　　試験時に連絡 採用予定通知書

にて連絡

陸・海・空
自衛官候補生
（任期制）女子

8/1 ～ 9/6

　　　9/22 ～ 26のうち指定される１日 　　11/8
H26 年
３月下旬
～４月上旬陸・海・空

一般曹候補生
　　　１次試験　9/16・9/17
　　　２次試験　10/5 ～ 11

のうち指定される１日　　

　　１次　9/30
　　最終　11/8

防
衛
大
学
校
学
生

推薦
21才未満で高卒

( 含む見込 )
※要学校長推薦

9/5 ～ 9/9

　　　9/28・9/29 　　11/1

H26 年
４月上旬

総合
選抜

21才未満で高卒
（含む見込）

　　　１次試験　9/28
　　　２次試験　11/2･11/3

　　１次　10/18
　　最終　11/29

一般
（前期） 9/5 ～ 9/30 　　　１次試験　11/9･11/10　　　２次試験　12/10 ～ 14

　　1次　11/29
　　最終　H26/1/21

一般
（後期）

H26/1/22 ～

1/31
　　　１次試験　H26/3/1
　　　２次試験　H26/3/13

　　１次　H26/3/7
　　最終　H26/3/20

防衛医科大学校

医学科学生
9/5 ～ 9/30 　　　１次試験　11/2･11/3　　　２次試験　12/18 ～ 20

　　１次　12/3
　　最終　H26/2/19

防衛医科大学校
看護学科学生

21才未満で高卒
( 含む見込 ) 9/5 ～ 9/30 　　　１次試験　10/19　　　２次試験　11/30･12/1

　　１次　11/15
　　最終H26/2/7

H26 年 3月下旬
～ 4月上旬

高等工科
学校生徒
（男子）

推薦
17才未満で中卒

（含む見込）
※要学校長推薦

11/1 ～ 12/6 　　　H26/1/11 ～ 13のうち指定される１日　　 　　H26/1/17

H26 年 4月上旬

一般 17才未満で中卒
（含む見込）

11/1 ～
H26/1/10

　　　１次試験　H26/1/18
　　　２次試験　H26/2/1 ～ 4

　　１次　H26/1/27
　　最終　H26/2/21

平成 25 年度自衛官募集案内

【問い合わせ・申し込み】
自衛隊南アルプス募集センター（南アルプス市桃園 611-2）☎ 055-283-5150
URL http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

り
ょ
う

こ 

は 

る

ま 

ひ 

ろ

地区名頭ライン

名前頭ライン

　
り
ょ
う

こ 

は 

る

ま 

ひ 

ろ

死
亡

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

No.0957

8
2013


